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１．概要（Summary ） 

IrTe2は 280K で Q=(1/5,0,-1/5)の長周期歪みを伴

う構造相転移を起こす物質である。この相転移に関

しては Te 5p 軌道のホールのネスティングを含め、

様々な可能性が指摘されている。Te 2s-5p 共鳴 X 線

回折を用いて、Te サイトの電荷の変調構造を調査

した。また Ir1-xPtxTe2(x=0.09)の測定も行い、その

超伝導相と競合する電荷秩序ゆらぎを探索した。 
２．実験（目的,方法）（Experimental） 

BL22XU 量子構造物性ビームラインの大型 X 線回

折計を用いて、Ir1-xPtxTe2の Te 2s-5p 共鳴 X 線回折

測定(REXS)を行った。20 K～300 K の間の温度域で、

超格子ピークの探索を行った。また超格子回折のエネ

ルギー依存性や吸収測定(XAS)を行った。 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

Te 2s-5p共鳴領域(L1吸収端)のX線を用いたREXS
を行い、IrTe2の T<280K の温度領域で Q=(1/5,0,-1/5)
で表される超格子ピーク構造を観測した。図１に

T=20K における Te L1 吸収端の REXS 及び XAS
スペクトルを示す。XAS の Ir1-xPtxTe2(x=0.09)の L1
ピークは、IrTe2 と比較して 0.4eV 程度、低エネルギ

ー側にシフトしている。このことは、Ir1-xPtxTe2は Pt
置換に伴い、電子ドーピングがなされていることを示

唆する。一方、Q=(0.2,0,2.2)及び Q=(0.4,0,2.4)での

REXS は電荷散乱のスペクトル形状として特徴的な

dip-hump 型の構造を持つ。この形状は(1/5,0,-1/5)の
長周期歪みに伴い、Te サイトの 5p ホールの電荷密度

に空間的な変調が起きていることを示唆している。以

上の結果は、過去の Te M5 吸収端の REXS、XAS 測

定の結果と一致する。 
最近、IrTe2の T<200K の温度域で、Q=(1/8,0,-1/8)

等、(1/5,0,-1/5)とは周期が異なる超格子構造が出現する

ことが他グループから報告された。しかし、今回の測定

では Q=(1/5,0,-1/5)以外の長周期構造は観測されなかっ

た。また、Ir1-xPtxTe2(x=0.09)においても T=20K~300K
の温度域で、電荷秩序揺らぎを示唆する超格子構造は観

測されなかった。従って、試料依存性、表面構造の可能

性など、さらに詳細な調査が必要と考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．その他・特記事項（Others） 
なし。 

図１ Te L1 吸収端における REXS 及び XAS と 
その差分(ΔXAS) スペクトル (T=20K)。 
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